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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成24年6月14日(2012.6.14)

【公開番号】特開2010-253414(P2010-253414A)
【公開日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2009-107776(P2009-107776)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/88     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 253/26     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  23/88    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ 253/26    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 255/08    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月26日(2012.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロピレンのアンモ酸化反応に用いられるアクリロニトリル製造用触媒であって、以下
の組成式（１）
　ＭｏmＢｉbＦｅfＮｉnＳｂsＷwＱqＡaＥeＯx（１）
（式中、Ｑはクロム及びインジウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元素、Ａは
カリウム、ルビジウム及びセシウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元素、Ｅは
マンガン、マグネシウム、亜鉛及びセリウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元
素を示し、ｍ、ｂ、ｆ、ｎ、ｓ、ｗ、ｑ、ａ及びｅはそれぞれＭｏ、Ｂｉ、Ｆｅ、Ｎｉ、
Ｓｂ、Ｗ、Ｑ、Ａ及びＥの原子比を示し、ｍ＝１０～１４、ｂ＝０．１～３、ｆ＝０．１
～３、ｎ＝４～１０、ｓ＝０．０１～３、ｗ＝０～３、ｑ＝０．１～２、ａ＝０．０１～
０．５、ｅ＝０～３であり、ｘは酸素以外の構成元素の原子価によって決まる酸素原子の
数を示す。）で表される複合金属酸化物を含み、
　ＣｕＫα線をＸ線源として得られるＸ線回折パターンにおいて、２θ＝２６．５±０．
３°の位置に現れるＮｉＭｏＯ4の回折ピーク（ｈ）の強度Ｐｈに対する、２θ＝３５．
０±０．３°に現れる鉄アンチモネートの回折ピーク（ｉ）の強度Ｐｉの比Ｒｉ＝Ｐｉ／
ＰｈがＲｉ≦０．０５であり、
　前記強度Ｐｈに対する、２θ＝５３．２±０．３°に現れる鉄アンチモネートの回折ピ
ーク（ｊ）の強度Ｐｊの比Ｒｊ＝Ｐｊ／ＰｈがＲｊ≦０．０３である
アクリロニトリル製造用触媒。
【請求項２】
　以下の組成式（１）
　ＭｏmＢｉbＦｅfＮｉnＳｂsＷwＱqＡaＥeＯx（１）
（式中、Ｑはクロム及びインジウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元素、Ａは
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カリウム、ルビジウム及びセシウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元素、Ｅは
マンガン、マグネシウム、亜鉛及びセリウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元
素を示し、ｍ、ｂ、ｆ、ｎ、ｓ、ｗ、ｑ、ａ及びｅはそれぞれＭｏ、Ｂｉ、Ｆｅ、Ｎｉ、
Ｓｂ、Ｗ、Ｑ、Ａ及びＥの原子比を示し、ｍ＝１０～１４、ｂ＝０．１～３、ｆ＝０．１
～３、ｎ＝４～１０、ｓ＝０．０１～３、ｗ＝０～３、ｑ＝０．１～２、ａ＝０．０１～
０．５、ｅ＝０～３であり、ｘは酸素以外の構成元素の原子価によって決まる酸素原子の
数を示す。）で表される複合金属酸化物を含むアクリロニトリル製造用触媒の製造方法で
あって、
（ｉ）金属成分を含有する原料スラリーを調製する工程、
（ｉｉ）前記原料スラリーを噴霧乾燥する工程、及び
（ｉｉｉ）前記噴霧乾燥により得られた噴霧乾燥粒子を焼成する工程、
を有し、
　前記工程（ｉ）が、Ｓｂ、Ｍｏ、Ｗ及び過酸化水素を含む溶液を８０℃～沸点以下で加
熱することにより調製する工程と、前記溶液とＳｂ、Ｍｏ及びＷ以外の金属成分とを混合
する工程と、を含む製造方法。
【請求項３】
　以下の組成式（１）
　ＭｏmＢｉbＦｅfＮｉnＳｂsＷwＱqＡaＥeＯx（１）
（式中、Ｑはクロム及びインジウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元素、Ａは
カリウム、ルビジウム及びセシウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元素、Ｅは
マンガン、マグネシウム、亜鉛及びセリウムからなる群から選ばれる少なくとも一種の元
素を示し、ｍ、ｂ、ｆ、ｎ、ｓ、ｗ、ｑ、ａ及びｅはそれぞれＭｏ、Ｂｉ、Ｆｅ、Ｎｉ、
Ｓｂ、Ｗ、Ｑ、Ａ及びＥの原子比を示し、ｍ＝１０～１４、ｂ＝０．１～３、ｆ＝０．１
～３、ｎ＝４～１０、ｓ＝０．０１～３、ｗ＝０～３、ｑ＝０．１～２、ａ＝０．０１～
０．５、ｅ＝０～３であり、ｘは酸素以外の構成元素の原子価によって決まる酸素原子の
数を示す。）で示される複合金属酸化物を有するアクリロニトリル製造用触媒の製造方法
であって、
（ｉ）金属成分を含有する原料スラリーを調製する工程、
（ｉｉ）前記原料スラリーを噴霧乾燥する工程、及び
（ｉｉｉ）前記噴霧乾燥により得られた噴霧乾燥粒子を焼成する工程、
を有し、
　前記工程（ｉ）が、Ｓｂと、酒石酸（又は酒石酸及び過酸化水素）とを含む溶液を８０
℃～沸点以下で加熱することにより調製する工程と、前記溶液とＳｂ以外の金属成分とを
混合する工程と、を含む製造方法。
【請求項４】
　前記酒石酸の添加量が、得られる触媒の量に対して２～１５質量％である、請求項３記
載の製造方法。
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